
イヤだ！l  

俺は病気じや  
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病院なんて  

行くものか！  
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精神科病院に  
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 本人が  

采ないと  

診察できま  

せんので、  

なんとかして  

連れてきて  

ください  

、  
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かわいそう  

なにかに  

苦しんでる   

ニーズに  

あわない  

サービス  

体制！l  

医師が家まで  

来てく才1たら  

助かるのに…  
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／患者ヒ   

むきあう   

時間がなし  

もっと早＜  

病気の症状だと  

気づし＼た5  

もっと早＜回復  

できたかも  

しれないのに…  

みんなが  

困って  

家族だけで  

支えてきて  

介護ストレスで  

家族までウツに  

なってしまった  

個別対応ではな＜  

包括的な政策が  

必要です  
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こころの健康政策構想会議  

提言書  
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1瀾民全体のこ鵬ズとしての「こころの健康」～当事者や家族の声～  

－脚押廉廉鴎灘鴫好鵬、姉ぺ辞碑押倒貯脚絆胸一触励廉廉   

「当事者や家族をはじめ国民のニーズを主軸に据えた改革」  

“こころの健康政策構想会議，，は、「当事者や家族をはじめ国民のニーズを主軸に据えた改革」、  

「高質と効率の双方を重視したサービスモデルへの転換」、「数値目標およびその期限と達成戦略  

を明確にした手法」の3点を基本原則としてきました。そのなかでも最も大切にしてきたのは「当  

事者や家族をはじめ国民のニーズを主軸に据えた改革」です。毎回の会議の冒頭でほ、精神疾患  

をもつ当事者やその家族がその日のテーマについてみずからの切実な体験を率直に発表しまし  

た。そこで明らかになったニーズにどう応えるか、そのことを検討の基本としてきました。当事  

者や家族が繰返し訴えた内容は、「こころの健康」への国民のニーズを端的に表現しています。  

当事者や家族の声に反映された国民のニーズ  

「いつもと違う自分に不安を感じても、どうしてよいかわからなかった。どこに相談してよ′い  

かわからなかった。早期に支援を受けたかった。」（相談窓口の不十分さ、早期支援の必要性）、  

「こころの病気について知る模会がまったくなかったので、何も知らなかった。学校でも教え  

てもらったことはなかった。」（こころの健康の問質についての啓発の不足）、「危蔑の時にも誰  

も助けてくれない。困った時にいつでも相談できて、自宅まで来てくれる支援がほしい。」（救  

急対応の不足、‘‘届く”サービスの必要性）、「病気だけでなく毎日の生活を援助してほしい」（全  

人的サービスや生活の支援の必要性）、「当事者・家族が利用できるサービスを、どこで誰が提供  

しているのかわかりづらい。」（さまぎまな御慶のサービスを一体化して提供する必要性）、「複  

雑な問題をかかえているほど、相談窓口にたどりつけない。」（ニーズが高いほどサー∴ビスが届  

かない現状）、「病名と治療法のどちらについても、本人にも家族にも十分な説明がなかった。  

借薪できる専門家になかなかめぐりあえない。」（信頼感のある医療のために必要な時間的余裕  

の不足、専門家の人材育成の不十分さ）  

2．「こころの健康推進」を政策とする感要性と重要性～改革接嘗の背景～  

－鵬灘拷鴎粛沖繭鴎鴎一触粛好脚好一鵬鵬胡絆繭、翻   

国民の「こころの健康の危凍」という現状と三大疾患としての精神疾患  

心身の健康は、ひとりひとりの国民の基本的な権利であり、社会の括カと発展の基盤をなす  

ものです。W托0ほ疾患の政策的重要度の指標として健康・生活議書指標（障害調整生命年  
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